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本誌はネイチャーゲームの奥底にある“Sharing Nature”（シェアリングネイチャー）をテーマに自
然と人のつながりやつき合い方を見つめる情報誌です。
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特集 東日本大震災
自然体験活動指導者が
今できること
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P.１ 日本の民話から「キジムナー」

一部
リニューア

ル
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Vol.1

日本の民話には、自然の化身ともとらえられる妖精や妖怪が多く登場します。

彼らと人間との関わりから自然と人のつきあい方を考えてみませんか。

鬱蒼と茂る熱帯の木々。

その梢にはキジムナーが住むといいます。

気まぐれでいたずらをしかけてきたりもする彼らだけれど、

ヒトに魚の捕り方を教え、時に友だちになろうと誘います。

どこか憎めない良き隣人でした。

巨木に住む彼らの栖
すみか

は少なくなってきていますが、

それでも、静かに私たちを見つめているのです。

【キジムナー】
沖縄の伝説、民話に登場する精霊。赤い
肌をした子供の姿をしているとされ、ガ
ジュマルなどの古木に住むとされる。人
との生活にとても近く、いたずらをする
こともあれば、漁などを手伝うともいわ
れる。

文・高畑吉男
イラスト・井上みさお
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
は
、
東
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
で
は
、
３
月
13
日
に
自
然

災
害
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
東
日
本

大
震
災
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
会
員
の
み
な
さ
ま
と
情
報
の

共
有
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
全
国
で
自
然
体
験

活
動
を
行
う
団
体
や
個
人
が
集
ま
り
支
援
活
動
を
行
う
『
Ｒ

Ｑ
市
民
災
害
救
援
セ
ン
タ
ー
』
の
活
動
に
連
動
し
た
動
き
な

ど
も
含
め
、
今
後
も
長
期
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
活
動
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
活
用

し
、
会
員
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
今
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
　
理
事
長
・
服
部
道
夫

こ
の
た
び
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は

心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
体
験
活
動
指
導
者
が

今
で
き
る
こ
と

Special feature -13

日本協会では、震度６以上の地震が発生した場合、迅速に
『自然災害対策委員会』を立ち上げ、支援活動を行っています。
このたび、東日本大震災の被災者を継続的にサポートしてい
く目的で、新たにロゴマークを作成。新しい力を秘めた希望
の芽を育てるイメージをデザインしました。

取
材
・
文
／
伊
東
久
枝

取
材
協
力
／
Ｒ
Ｑ
市
民
災
害
救
援
セ
ン
タ
ー

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
　
能
條
　
歩

写
真
提
供
／
能
條
　
歩
　
Ｒ
Ｑ
市
民
災
害
救
援
セ
ン
タ
ー

構
　
　
成
／
編
集
部

東
日
本
大
震
災

*

左：大きな瓦礫を撤去したあとに残ったガラス片やプラスチック類などを取り除く、日本協会理事の三好直子さん。「女性や高齢者でもできる仕事もたくさんありますよ」
右上：避難所に貼った「こどもとあそび隊」ポスターと、カードゲームやミサンガ作りで遊び支援をするボランティア。右下：２­­­­週間の活動を終えて大学に帰着した北海道教育大学の学生と能條先生。



自
然
体
験
活
動
を
行
う
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

生
ま
れ
た
『
Ｒ
Ｑ
市
民
活
動
救
援
セ
ン
タ
ー
』

日
本
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
お
よ
び
２
０
０
７
年
の
新
潟
中
越
大
震
災
発
生
時
、
そ

れ
ぞ
れ
に
『
自
然
災
害
対
策
委
員
会
』
を
立
ち
上
げ
、
独
自

に
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
た
び
の
東

日
本
大
震
災
で
は
、
独
自
の
支
援
活
動
は
行
わ
ず
３
月
13
日

に
発
足
し
た
『
Ｒ
Ｑ
市
民
活
動
救
援
セ
ン
タ
ー
』
に
連
動
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

『
Ｒ
Ｑ
市
民
活
動
救
援
セ
ン
タ
ー
』（
以
後
Ｒ
Ｑ
）
は
、
日
本

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
の
理
事
で
も
あ
る
三
好
直
子
が
世

話
人
（
理
事
）
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
お
も
に
全
国
で
自
然
学
校
な

ど
の
野
外
活
動
や
環
境
教
育
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
る
団

体
や
個
人
が
集
ま
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
救
援
・
復
興
支

援
活
動
を
行
う
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
活
動
体
で
す
。
現
在
で

は
東
京
本
部
と
宮
城
県
登
米
市
の
現
地
本
部
の
ほ
か
、
宮
城

県
の
被
災
地
内
に
６
箇
所
の
拠
点
を
設
け
、
公
的
支
援
が
行

き
届
き
に
く
い
数
世
帯
が
非
難
し
て
い
る
よ
う
な
小
規
模
な

避
難
所
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
く
自

然
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
中
心
と
な
り
展
開
し
て

い
る
岩
手
県
と
福
島
県
の
活
動
と
も
連
携
し
、
広
範
囲
に
渡

る
き
め
細
や
か
な
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｑ
で
は
、
義
援
物
資
や
支
援
金
の
募
集
の
他
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
統
括
を
行
っ
て
お
り
、
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も

参
加
が
可
能
。
期
間
も
１
日
か
ら
長
期
ま
で
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
中
長
期
滞
在
が
可
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
で
き
る
人
材
は
常
に
不
足
状
態
。
ぜ
ひ
積
極

的
に
参
加
を
し
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
活
動
の
な
か
で

培
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｒ
Ｑ
の
詳
し
い
活
動
内
容
は
『
Ｒ
Ｑ
市
民
活
動
救
援
セ
ン

タ
ー
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.rq-center.net/

で

確
認
で
き
ま
す
。

被
災
地
で
生
き
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
活
動
で
培
っ
た
ス
キ
ル

現
在
被
災
地
で
求
め
ら
れ
て
い
る
復
興
支
援
活
動
に
は
、

瓦
礫
の
撤
去
や
泥
か
き
な
ど
の
力
仕
事
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
遊
び
相
手
、
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
し
て
そ
の
ど
れ
も
が
、
被
災
さ
れ
た
方
の
立
場
に
立

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
必
要
と
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
て
聞
く
の
が
得
意
で
す
よ
ね
。
瓦
礫
撤
去
の
仕
事
で
も
、

3

１）「支援活動基金」にご協力ください
ネイチャーゲーム関係者がすすめる被災地への支

援活動資金として活用させていただきます。具体的な
使途についてはあらためて本誌等で報告いたします。

【募金口座】
■郵便局

番号　00190-９-389750
名義　JNGA自然災害対策基金

■ゆうちょ銀行
支店名　019支店　
口座番号　当座　0389750
名義　JNGA自然災害対策基金

※郵便局、ゆうちょ銀行ともに、システムの関係上、
口座名義が「シャ）ニホンネイチャーゲームキョウ
カイ」と表示されることがあります。
◎お振込の際、振込人のお名前の前にネイチャーゲ
ーム会員の方は会員番号を、一般の方は「イッパン」
とご記入ください。

２）被災地へのボランティア助成金
都道府県協会、地域の会、課程認定校研究会が組

織として行う被災地へのボランティア活動の資金を
助成します。活動の内容は問いません。現地までの
交通費等のボランティア活動の資金としてご活用く
ださい。

１組織　２万円（20組織まで）
申込方法　watanabe@naturegame.or.jp ま
で、大まかな活動予定と振込先をご連絡ください。
申込みは６月末日まで。

３）指導員ハンドブックを再配布します
このたびの震災で『ネイチャーゲーム指導員ハン

ドブック』をなくされた方、また汚れて使えなくな
った方は、日本協会・県協会までご連絡ください。
新しいハンドブックをお送りいたします。
４）『自然災害ボランティアABC』300冊を無料配布！

ボランティア活動に必要な知識や技術、被災者や
ボランティア自身の心理ケアなど、自然災害時のボ
ランティア活動に必要なノウハウを、阪神淡路大震

災、新潟中越地震などの義援活
動の経験をもとにわかりやすく
解説したものです。被災地へ支
援活動に行かれる前に、ご一読
を！

詳しくは、ホームページをご
覧ください。
http://www.naturegame.or.jp
/square/sinsai/cat489/cat
489.html
５）「自然災害情報 掲示板」をご活用ください
http://www.naturegame.or.jp/square/sinsai/ca
t494/cat494.html

日本協会のホームページのなかに設けた東日本大
震災専用ページに「自然災害情報�掲示板」を立ち
上げました。
「ボランティアにいっしょに行きませんか？」とい
う呼びかけや、「行ってきたよ」という現地報告の
他、被災者された方の安否確認など、さまざまな情
報共有にご利用ください。

積極的な支援活動を応援します！　日本協会のサポートメニュー

RQのボランティアのなかには一座を組んで避難所を回り、
子どもたちにパネルシアターを提供しているグループも。
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作
業
を
し
な
が
ら
話
を
聞
き
、
被
災
者
の
方
の
気
持
ち
を
や

わ
ら
げ
る
助
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
被
災
地
で
の
支
援
活
動
に
も
参
加
を
し

て
い
る
三
好
直
子
さ
ん
。
三
好
さ
ん
自
身
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
間
で
「
聞
き
上
手
の
三
好
さ
ん
」
と
評
判
で
し
た
。

­­­　
被
災
地
で
は
、
必
ず
し
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
実
施
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
３
月
下
旬
か
ら
２
週
間
、
学
生
と

と
も
に
岩
手
県
北
東
部
の
沿
岸
に
あ
る
野
田
村
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
の
能
條

歩
先
生
（
ス
ポ
ー
ツ
教
育
課
程
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
専
攻
、

日
本
協
会
指
導
者
養
成
委
員
）
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
活

動
は
ほ
ん
の
一
部
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
の
遊
び
相

手
を
す
る
場
合
で
も
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る
と

い
う
よ
り
、
子
ど
も
の
状
況
を
見
て
希
望
す
る
活
動
を
い
っ

し
ょ
に
す
る
こ
と
を
第
一
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
助
言
。

た
だ
し
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
て
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

指
導
員
の
５
つ
の
ル
ー
ル
は
役
に
立
っ
た
そ
う
で
す
。
と
く

に
「
受
身
で
い
よ
う
」「
教
え
る
よ
り
も
わ
か
ち
あ
お
う
」
な

ど
の
姿
勢
が
効
果
を
発
し
、
学
生
た
ち
も
自
分
の
考
え
を
押

し
付
け
る
こ
と
な
く
子
ど
も
た
ち
の
状
況
や
要
望
に
合
わ
せ

て
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
と
し
て
能
條
先
生
は
、

「
被
災
地
で
は
い
ろ
い
ろ
と
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。
け
れ
ど
子
ど
も
に
対
応
し
て
い
る
と
き
に
、
こ
ち

ら
が
動
揺
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
、
安
心
感

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
振
舞
え
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し

ま
す
。

遊
び
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
缶
け
り
な
ど
の
「
発
散
す
る
遊
び
」

と
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
手
芸
な
ど
「
集
中
す
る
遊
び
」
を
準

備
し
て
い
く
の
が
お
勧
め
。
今
回
は
缶
け
り
と
ミ
サ
ン
ガ
づ

く
り
が
大
人
気
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
集
団
で
遊
べ
て
会
話
も
で
き
る
よ
う
な
活
動
が
、
心
理
的

ケ
ア
の
面
か
ら
も
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
能
條
さ
ん
）

そ
し
て
、
自
然
災
害
の
救
援
活
動
に
お
い
て
は
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
の
ス
キ
ル
だ
け
で
な
く
、
野
外
活
動
の
知
識
や
技

術
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。

能
條
先
生
が
支
援
活
動
に
行
く
前
に
学
生
に
指
示
し
た
装

備
は
「
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
縦
走
登
山
を
参
考

に
個
人
装
備
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の
。
そ
れ

に
マ
ス
ク
、
防
塵
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
支
援
活
動
で
必
要
と
思
わ

れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
追
加
し
た
だ
け
。
そ
れ
で
も
、
メ
ン

バ
ー
の
多
く
が
女
子
学
生
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
携
帯

ト
イ
レ
で
難
な
く
過
ご
せ
、
被
災
地
に
負
荷
を
か
け
な
い

「
ゼ
ロ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

ま
た
医
療
体
制
が
十
分
で
は
な
い
被
災
地
で
は
小
さ
な
け

が
も
普
段
よ
り
大
き
な
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、『
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
で
得
た
知
識
も
役
立
ち
ま
す
。
能
條

先
生
の
活
動
で
も
、
学
生
自
ら
、
安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
確

保
し
て
活
動
が
で
き
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
に
行
か
な
く
て
も
で
き
る
活
動
を
！

被
災
地
に
行
き
た
く
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
被
災
地

に
行
か
れ
な
い
人
は
多
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、「
現
地
に
行

か
な
く
て
も
、
身
近
で
心
痛
め
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、〝
癒

し
〟
と
〝
脅
威
〟
の
両
面
を
持
つ
自
然
と
人
を
つ
な
ぐ
活
動

を
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
は
能
條
先
生
。
そ

の
よ
う
な
活
動
か
ら
災
害
に
対
す
る
理
解
と
備
え
が
う
ま
れ
、

新
た
な
災
害
時
に
悲
劇
を
生
ま
ず
に
す
め
ば
、
そ
れ
も
自
然

体
験
活
動
の
目
指
す
到
達
点
の
一
つ
だ
と
い
い
ま
す
。

日
本
協
会
で
は
、
支
援
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
被
災
地
以

外
で
で
き
る
活
動
を
会
員
の
み
な
さ
ん
と
考
え
、
実
施
例
を

紹
介
す
る
場
を
今
後
設
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

関
連
情
報
「
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
あ
な
た
の
心
の

健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
」
P.7
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

Special feature -13 *

東日本大震災

子どもたちの勉強のお手伝い。こどもが依存しすぎず
に、うまく日常生活に移行できるように配慮しました。

個人ニーズ別に支援物
資の仕分け作業。物資
は豊富に届くが仕分け
られていないために、
午前で一人分の物資を
取り分けるのがやっと。
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Joseph Cornell's Message from Ananda

自然の中での
深い体験の

重要性 
2

Joseph Cornell ジョセフ・コーネル

1950年米国カリフォルニア州生まれ。野外教育インストラクター
を経て、1979年『Sharing Nature with Children』（邦題：『ネイチ
ャーゲーム1』柏書房）を発表。現在、世界的なナチュラリストとし
て活躍。米国アナンダ村で瞑想やヨガ、菜食主義を取り入れた自
然と調和する日常生活を送っている。シェアリングネイチャー
ワールドワイド会長。（社）日本ネイチャーゲーム協会名誉会長。
2011年６月来日予定。

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
を
深
め
よ
う

vol.6

コーネルさんによる
ジョセフ・コーネルってどんな人？

自然と交わること—そ
して、他の人々が自然と
交わるための手助けをす
ること—それこそが私が
生涯をかけ熱心に取り組
んでいるテーマです。サ
ンフランシスコ州立大学
在学中には、それに専念
するための特別な専攻科
目を作ってしまったほ
ど。同大学の数百人の生
物学部の学生たちの中で
「ネイチャー・アウェア
ネス（自然認識）」専攻
は私ただ一人でした。

―
―
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ー
ネ
ル
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

翻訳：藤牧智子

充
実
し
た
体
験
は
、
私
た
ち
を
自
然
に
直
接
向
き

合
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
観
察
す
る
側
と
観
察
さ
れ
る

側
が
一
つ
に
な
る
の
で
す
―
そ
し
て
、
こ
の
時
に
初

め
て
、
観
察
者
の
中
に
真
の
共
感
と
愛
が
生
ま
れ
る

の
で
す
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
は
、
人
間
の
魂
は
全

世
界
を
も
内
包
す
る
、
と
語
っ
て
い
ま
す
。
体
験
型

学
習
の
よ
り
深
い
目
的
は
、
人
生
の
経
験
を
広
げ
、

自
分
以
外
の
現
実
を
自
分
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ア

に
よ
れ
ば
、
人
が
自
然
に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
い
る
と

き
、「
身
体
は
消
え
、
解
放
さ
れ
た
魂
は
外
に
出
て

い
く
」
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
肉
体
的
な
身
体
と
利

己
的
な
自
己
を
超
越
し
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
初
め
て
、
遥
か

彼
方
の
水
平
線
や
美
し
い
声
で
さ
え
ず
る
鮮
や
か
な

鳥
た
ち
な
ど
、
無
数
の
喜
び
と
交
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

受
け
身
の
状
態
（
受
動
的
な
心
）
で
静
か
に
ど
っ

ぷ
り
と
自
然
に
浸
っ
て
い
る
と
、
人
生
の
真
の
目
的

が
自
然
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
ハ
ワ

イ
・
オ
ア
フ
島
の
プ
ナ
ホ
ウ
・
ス
ク
ー
ル
の
体
育
・

野
外
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ブ

ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
さ
ん
は
、
毎
年
、
13
歳
に
な
る
生
徒

た
ち
を
人
里
離
れ
た
手
つ
か
ず
の
海
岸
線
を
歩
く
特

別
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク
に
連
れ
て
行
き
ま

す
。
下
記
は
、
こ
の
生
徒
た
ち
が
〈
感
覚
の
輪
〉、

〈
美
の
小
道
〉、〈
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ゲ
ー
ム
〉

な
ど
の
内
省
的
・
体
験
的
な
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
っ
た
後
に
つ
づ
っ

た
人
生
や
自
然
に
対
す
る
思
い
で
す
。

―
私
は
砂
や
海
の
一
部
に
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
波

と
一
緒
に
動
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

―
私
は
や
さ
し
く
浜
に
寄
せ
る
穏
や
か
な
波
だ
っ

た
。
私
は
サ
ン
ゴ
礁
で
、
私
の
上
を
冷
た
い
水
が

流
れ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

―
至
福
感
を
感
じ
た
。
周
囲
の
す
べ
て
と
ひ
と
つ
に

な
っ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

―
私
は
力
強
く
、
そ
れ
で
い
て
平
和
な
気
持
ち
に
な

っ
た
。私
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
が
調
和
の
中
で
動
き
、

流
れ
て
い
た
。

―
気
ま
ま
に
泳
ぐ
カ
メ
を
見
て
い
た
ら
、
何
も
心
配

す
る
こ
と
な
ど
な
い
の
だ
と
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
た
。

―
自
然
を
近
く
に
感
じ
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。

―
周
囲
の
も
の
に
気
づ
く
時
間
を
と
っ
て
こ
そ
、
本

当
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

―
私
は
自
然
と
つ
な
が
り
、
そ
の
一
部
に
な
れ
る
気

が
し
た
。
こ
こ
に
い
る
と
す
べ
て
が
ど
こ
か
へ
消

え
て
、
自
分
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
世
界
に
美
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
自
分

の
中
に
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ー
ビ
ッ
ド
の
生
徒
の
１
人
、
ジ
ェ
シ
カ
は
海
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
く
て
、
砂
に
気
持
ち

を
こ
め
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
書
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
波
が
彼
女
の
思
い
を
抱
き
、
持
ち
去
っ
て
い
く

に
任
せ
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ワ
イ
の
生
徒
た
ち
が
表
現
し
て
く
れ
た
よ

う
に
、
人
々
の
内
な
る
、
そ
し
て
、
外
な
る
環
境
に

対
す
る
謙
虚
さ
、
敬
意
、
愛
、
穏
や
か
さ
、
喜
び
に

満
ち
た
調
和
と
い
っ
た
美
し
い
人
間
の
本
質
を
育
む

こ
と
こ
そ
が
、
自
然
教
育
の
す
べ
て
で
す
。

心
か
ら
自
然
界
を
敬
う
社
会
を
作
り
上
げ
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
自
然
の
中
で
人
生
を

変
え
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ア
ヴ
ィ
ラ
の
聖
テ
レ
サ
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
恍
惚
状
態
に
あ
る
魂
は
、
ほ
ん
の
一
瞬
で
、
数
か

月
、
あ
る
い
は
、
数
年
間
に
及
ぶ
勤
勉
な
思
考
や
研

究
の
成
果
以
上
の
真
実
を
掴
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。」
自
然
の
懐
深
く
に
入
っ
た
体
験
は
、
何
年
も

か
け
て
よ
う
や
く
獲
得
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
人
生

の
見
方
や
優
先
順
序
に
一
瞬
で
気
づ
か
せ
て
く
れ
る

の
で
す
。

フ
ロ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
そ
し
て
す
べ
て
の
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ゴ
ー

ル
は
、
人
々
に
よ
り
深
く
充
実
し
た
す
ば
ら
し
い
自

然
体
験
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
実

現
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
は
自
然
か
ら
の
最
高
の
贈
り

物
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
自
然
そ
の
も
の
が
先
生
な
の
で
す
か
ら
。
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幼児といっても、2歳までと3歳以上とでは大き
く違います。初めて幼児とかかわる人は、幼児の
特性を知るために、幼稚園や保育園で指導をさせ
てもらいましょう。

<カワウソ>のアクティビティは手順の説明が多
いものがあります。幼児期の子どもたちは意欲に
満ちているので、むしろ<カラス>から始めるのが
やりやすく、また興味をそそります。
「指導員５つのルール」（指導員ハンドブックに掲

載）は、幼児教育の指導者のあり方そのもの。ア
クティビティをうまくこなすことよりも、このル
ールに沿って、子どもの気づきに興味を持ち、受け止めて。ネイチャーゲー
ムのエッセンスが伝わればよいというおおらかな気持ちで行いましょう。

幼児には、体験第一！

〈カモフラージュ〉おすすめの
ネイチャーゲーム

私たちも実践しています！

岡山県　幼稚園教諭　柳　純恵さん
自然に囲まれた幼稚園。散歩や親子
遠足など、保育の中でネイチャーゲ
ームを行っています。導入に物語性
を持たせ、子どもたちが自然にアク
ティビティに入れるよう工夫してい
ます。皆自然が大好き！普段おとな
しい子が、うれしそうに発見を教え
てくれることも。自分自身の視点も
広がりました。

東京都　保育士　工藤　佳子さん
０歳〜４歳（親子）の自然遊びの会
を開きました。保育スタッフが親子
をフォローする体制をとると、２歳
以下の親子が多数申し込んで下さ
り、関心の高さを感じました。「土
の柔らかさを思い出した」あるお母
さんの感想。自然の心地よさを、子
どもと身近な大人が共に感じ、共有
する機会、大切ですね。

エリアがはっきりわかる見通しのきく場所
に、20個以上の昆虫などのフィギュアを置
いておく。

子どもがさがしている間、エリア内を歩き、
子どもたちの発言を受け止める。様子をみ
て15分〜20分くらいで集合の合図をする。

全員で探しに行った後、カモフラージュを
扱った絵本などを読んで活動を振り返る。

・生き物のぬいぐるみやフィギュアを使い、「カモフラージュ」の意味を
直接的に伝える
・あそこにもここにもいたという印象を大切にして、数を少なくしない
・エリアに生き物がいそうな場所に広く置いて、一斉に探させる
・数を数えるのが難しい場合は、どこにいたかをわかちあいましょう

アレンジ
の

ポイント

おすすめアクティビティ

●幼児：カラスの<同じものをみつけよう><フィールドビンゴ><裸足
で歩こう>等。カワウソでは<コウモリとガ><ごちそうはどこだ><
木の葉のカルタとり>等が人気。

●親子イベント：<ネイチャービンゴ><ハビタット><きこりの親方
><木のシルエット>等。親子で共同作業や役割分担を。

今月号からの新コーナー！「こんな場面で、ど
んな風にネイチャーゲームを取り入れたらいい
の？」という疑問に答えます。

今回のお題は、幼児

この分野のポイント
・導入の言葉がけで、「ねらい」をしぼる

・子どもの視線を意識して話し、動作で伝える

・子どもを尊重、先入観を捨てよう

・危険について先に話し、自分の身を守れるように

・親をお客さんにしない

早出幼稚園園長、
ネイチャーゲームトレーナー
荒巻　太枝子さん

①
② ③

�������������������������������������

取材・文　大地佳子
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季
節
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
と
ら
え
よ
う

自
然
に
ひ
た
り
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ

と
で
、ク
マ
の
段
階（
自
然
と
の
一
体
感
）を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
体
験
が
指
導
者
と
し

て
大
切
な「
受
け
身
」
に
つ
な
が
る
。
と
語
る
白

川
さ
ん
。
そ
の
極
意
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
十
三
】

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
ト
レ
ー
ナ
ー

白
川
広
之
さ

ん
の
巻

しらかわ　ひろゆき
ネイチャーゲームをするようになってから、活

動での気負いがなくなりました。いつも参加者と
の掛合いで自分も楽しんでパワーをもらい、そし
ていつも自然からたくさんの神秘を教えてもらっ
ています。

〜震災へのメッセージ〜
このたびの東日本大震災で亡くなられた方、被災
された方にはこころよりお悔やみ、お見舞い申し
上げます。同じ東北の仲間として、心が痛いです。
日本はみんな絆でつながっています。がんばって
いる人に、さらにガンバレとはいえません。です
から「まけるな！東北　まけるな！日本」

●
東
北
の
自
然
に
ひ
た
る
こ
と
で
ク
マ
の
段
階
に

東
北
の
山
は
こ
れ
か
ら
が
春
本
番
！
（
皆
さ
ん

が
読
む
頃
は
、
春
〜
夏
に
か
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
）
今
年
の
東
北
の
春
は
、
大
震
災
の
日
か
ら
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
、
自
然
の
動

き
が
遅
く
、
ツ
バ
メ
の
初
見
も
４
／
21
（
山
形
）
で
、

例
年
か
ら
み
る
と
20
日
以
上
も
遅
い
の
で
す
。
し

か
し
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
桜
が
咲
き
、
何
も
か

も
春
が
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

雪
深
い
ブ
ナ
の
林
で
は
よ
う
や
く
ブ
ナ
の
芽
が

膨
ら
み
は
じ
め
ま
す
。
そ
の
芽
が
赤
み
を
お
び
て

き
て
山
全
体
が
紅
葉
し
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
春

紅
葉
）
す
る
と
ま
も
な
く
山
の
峰
々
か
ら
徐
々
に

芽
吹
き
が
は
じ
ま
り
ま
す
。（
峰
渡
り
）

芽
吹
き
が
は
じ
ま
っ
た
ブ
ナ
の
林
に
入
り
、
足

も
と
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
見
上
げ
る
と
、
下
に
は
雪

の
白
、
雪
の
上
に
冬
に
芽
を
守
っ
て
き
た
芽
鱗
の

茶
色
（
金
色
）、
幹
の
銀
色
、
葉
っ
ぱ
の
淡
い
緑
、

そ
し
て
空
の
青
、
一
枚
の
す
ば
ら
し
い
絵
画
の
よ

う
な
美
し
い
風
景
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

自
然
の
中
で
心
は
も
う
す
っ
か
り
ク
マ
の
段
階
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
あ
え
て
フ
ロ
ー

ラ
ー
ニ
ン
グ
ど
お
り
に
し
な
く
て
も
。

●
自
然
と
と
も
に
、
冬
か
ら
春
へ

四
季
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
日
本
、
自
然
の
感

性
を
研
ぎ
澄
ま
す
に
は
絶
好
の
素
材
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
雪
が
適
度
に
積
も
る

東
北
の
四
季
は
最
高
で
す
。

雪
が
消
え
「
こ
こ
か
ら
春
で
す
よ
」
と
は
っ
き
り

と
わ
か
る
こ
の
季
節
、
そ
し
て
よ
う
や
く
冬
の
寒

さ
か
ら
も
開
放
さ
れ
て
一
斉
に
パ
ッ
と
何
も
か
も

が
動
き
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
芽
吹
き
や
開
花
）、
そ

れ
は
雪
が
多
か
っ
た
年
は
特
に
大
き
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
自
然
を
見
る
の
が
う
れ
し
く
て
、
笑
顔

に
な
れ
ま
す
。
そ
し
て
し
っ
か
り
と
す
べ
て
の
感

覚
で
感
じ
と
り
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
も

ら
う
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
も
冬
の
間
に
し
っ
か

り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
自
然
と
い
っ
し
ょ
に

春
に
一
斉
に
「
バ
ク
ハ
ツ
」
す
る
こ
と
も
必
要
な
の

で
す
。

ど
ん
な
に
雪
が
降
っ
た
年
で
も
、
翌
年
ま
で
消

え
な
か
っ
た
雪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
信
じ
て

東
北
の
人
は
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
東
北
の
人
は

（
雪
国
の
人
は
）
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
我

慢
強
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
八
百
万
の
神
に
畏
敬
の
念
を

東
北
の
ブ
ナ
林
の
春
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し

た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
参

加
さ
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
人
権
に
気

を
配
り
、
人
に
も
自
然
に
も
謙
虚
に
な
り
、
自
分
の

感
受
性
を
高
め
、「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」

の
受
け
身
で
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
日
本
人
が

古
く
か
ら
持
っ
て
い
る
自
然
の
「
八
百
万
（
や
お
よ

ろ
ず
）
の
神
」
に
畏
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
。
そ
う
す

れ
ば
、
自
ず
と
い
ろ
ん
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
、

い
や
自
然
の
方
か
ら
教
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

自
然
は
絶
対
に
裏
切
り
ま
せ
ん
か
ら
。

マ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
自
然
に
ひ
た
り
、
季
節
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
是
非
、
日
本
の
四
季
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

被
災
地
で
の
救
援
・
復
興
支
援
活
動
に

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ま
へ

あ
な
た
の
心
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
！

被
災
地
で
活
動
を
行
い
、
被
災
者
の
方
が
た
と
関
わ
る
な

か
で
、
援
助
者
も
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
影
響
を
受
け
ま
す
。

次
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
あ
な
た
の
心
の
健
康
度
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

動
揺
し
た
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

精
神
的
に
と
て
も
疲
れ
た

被
害
者
の
状
況
を
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
っ
た

誰
に
も
体
験
や
気
持
ち
を
話
せ
ず
、
話
し
て
も
仕
方
が
な
い
と

思
っ
た

上
司
や
同
僚
あ
る
い
は
組
織
に
対
し
て
怒
り
、
不
信
感
を
抱
い
た

こ
の
仕
事
に
つ
い
た
こ
と
を
後
悔
し
た

仕
事
に
対
す
る
や
る
気
を
な
く
し
た
、
や
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る

投
げ
や
り
に
な
り
皮
肉
な
考
え
を
し
が
ち
で
あ
る

あ
の
と
き
あ
あ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
自
分
を
責
め
る

自
分
は
何
も
で
き
な
い
、
役
に
立
た
な
い
と
い
う
無
気
力
感
を

抱
い
て
い
る

な
ん
と
な
く
身
体
の
調
子
が
悪
い

（
厚
生
労
働
省
編
「
心
的
ト
ラ
ウ
マ
の
理
解
と
ケ
ア
」
よ
り
抜
粋
）

３
つ
以
上
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
た
場
合
は
、
心
理
的
影
響
が

強
く
出
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
験
や
感
情
、
思
考
を
で
き
る
だ

け
人
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
専
門
家
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

出
典：

あ
な
た
だ
か
ら
で
き
る
自
然
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｂ
Ｃ

□□□□□□□□□□□
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環
境
へ
の
配
慮
と

生
活
の
知
恵
を
身
に

つ
け
る
体
験
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
・

開
発
・
検
証
し
て
い

る
『
あ
お
ぞ
ら
教
育

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』。

子
育
て
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
幼
児
と

保
護
者
を
対
象
と
し
た
幼
児
期
環
境
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
指
導
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
う
機
会
は
、
毎
月

２
回
程
度
、
ま
た
夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
週
２

回
程
度
あ
る
そ
う
で
す
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
フ
ロ
ー
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
念
頭
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
実
践

す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ね
ら
い
に
そ
っ

て
、
対
象
者
の
関
心
や
意
欲
を
上
手
く
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
高
木
さ
ん
。
今
夏
も

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
節
電
・
省
エ
ネ
バ
ー
ジ

ョ
ン
を
実
践
し
、
た
く
さ
ん
の
親
子
に
エ
コ
ロ

ジ
ー
マ
イ
ン
ド
を
広
げ
ま
す
。

節
電
・
省
エ
ネ

〜
エ
コ
ロ
ジ
ー
マ
イ
ン
ド
を
育
て
よ
う
〜

佐賀県佐賀市 高木淳剛（たかき・あつよし）さん
あおぞら教育プランニング主宰
ネイチャーゲームインストラクター、温暖化防止活動
推進員、NPO法人温暖化防止ネット 理事、他。

身
近
な
植
物
、
タ
ン
ポ
ポ
。
日
本
に
は

約
20
種
類
が
あ
り
、
現
在
都
会
で
見
ら
れ

る
タ
ン
ポ
ポ
の
大
半
は
、
帰
化
植
物
の
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
す
。
林
や
田
畑
の
近

く
な
ど
に
は
、
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
カ

ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
、
日
本
産
の
タ
ン

ポ
ポ
も
生
え
て
い
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
野
菜
」

と
し
て
栽
培
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
を
サ

ラ
ダ
に
し
た
り
、
根
を
お
茶
に
し
た
り
す

る
の
が
一
般
的
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
タ
ン

ポ
ポ
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
葉
は
生
食
の
ほ

か
、
ご
ま
あ
え
や
佃
煮
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど

に
し
て
も
Ｏ
Ｋ
。
花
は
三
倍
酢
や
て
ん
ぷ

ら
が
合
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

が
豊
富
で
、
薬
効
も
色
々
。
漢
方
薬
と
し

て
も
使
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

み
ず
み
ず
し
い
タ
ン
ポ
ポ
の
葉
を
見
つ

け
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
頂
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
。
ほ
ろ
苦
い
、
野
趣
あ
ふ
れ

る
風
味
が
く
せ
に
な
る
か
も
!?

タ
ン
ポ
ポ
料
理
を

味
わ
お
う

レ
シ
ピ

タ
ン
ポ
ポ
の
ご
ま
あ
え葉を摘む。道路わきなど汚れやすい場所は避け、花が咲く前、

または、内側の柔らかい葉を摘むとよい。
葉をよく洗い、ゆでて水にさらす。
苦味が強い場合は、水を何回か替える。

すりごまとしょうゆと砂糖を、６：４：３の分量で合
わせる。ゆでた葉を絞って食べやすく切り、あえて完
成！

正
月
七
日
に
は
七
草
が
ゆ
、
春
に
は
ウ
ド
、

コ
ゴ
ミ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
新
芽
な
ど
、
初

夏
に
は
ク
ワ
の
実
や
梅
を
ジ
ャ
ム
に
し
た

り
と
、
四
季
折
々
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
グ
ミ
や
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
な
ど
の
木

の
実
も
、
子
ど
も
の
頃
は
お
や
つ
代
わ
り

で
し
た
ね
。

NPO法人里山農業クラ
ブ代表・八王子ネイチャ
ーゲームの会（東京都）

塩谷暢生さん
葉を摘む時は、殺虫剤や除草剤、犬の
フンなどがかからない所にしましょう。
ほかの葉が混じらないように注意。

野
草
食
べ
て
ま
す

②

③

①

　 カモフラージュ
2. ネイチャービンゴ　

3.  動物あてゲーム

よく行うネイチャーゲームBEST３

（日常生活アレンジバージョン）

1

ネイチャーゲームの手
法は、節電や省エネの
大切さを伝えるプログ
ラムでも使っています。

ネイチャーゲームで

そ
の
１

取
材
・
文
　
大
地
佳
子
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2011年度10年会員表彰­­­­
日本協会では、会員更

新を10年続けてこられた
方を表彰させていただい
ています。2011年度は、
561名の10年会員が誕生
しました。記念品として
「10年会員バッチ」をお
送りします。

ついに20年会員が
誕生しました！

2011年度は、日本協
会初となる92名の20年
継続会員が誕生しまし
た。記念品として「20
年会員バッジ」をお送り
します。

第6回全国一斉
ネイチャーゲームの日
毎年10月の第三日曜日は「全国一斉ネイチャー
ゲームの日」です。地域の会のイベントに参加し
たり、家族や仲間と一緒に、またはひとりで気軽に
ネイチャーゲームを楽しんだり、楽しみ方はさまざ
まです。ぜひ皆さまの楽しみ方でご参加ください！

実施日：2011年10月16日㈰

専門委員会開催報告
●運営改善委員会
2011年3月14日㈪
・一年間の協議で決まったことや各委員会等へ引
き継ぐことなどを確認

・3月31日に理事長へ答申して解散
●指導者養成委員会
2011年5月16日㈪
・全国ネイチャーゲーム研究大会の最終確認
・奨励賞審査
・震災支援活動の現状など

2011年度の指導者養成委員（50音順）
石崎一記／小泉紀雄／能條　歩／日置光久／
峯岸由美子／宮本雅行／三好直子／山口哲也
以上８名に服部道夫理事長と渡辺峰夫事務局長が
オブザーバーで入り10名です。

N
ATURE

GAME ネイチャーゲームニュース

ネイチャーゲームを
体験しよう！

体験イベントは全国各地で参加できます
公認講師を呼んで体験会や研修会が開催できます
リーダー養成講座ではより深い体験ができます

ネイチャーゲームに関する情報はwebで

http://www.naturegame.or.jp/

リーダー養成講座

日本協会理事会の報告

平成22年度臨時理事会が3月に開催され、関係会
社との取引の整理について承認されました。この
ことにより、従来株式会社ネイチャーゲーム研究
所が行っていた書籍、教材、グッズ等の販売事業
を、今後は日本協会が実施することとなります。

2011年度各種助成金採択状況
日本協会が申請しておりました下記の助成金が採
択されました。全国のネイチャーゲーム組織や会
員の皆さまの協力をいただきながら下記の事業に
取り組みます。
●スポーツ振興くじ助成事業
・地域ネイチャーゲーム教室　36会場予定
・地域ネイチャーゲームセミナー　54会場予定
・広報ツール（広報誌・普及ツール・ウェブペー
ジ）の作成

●子どもゆめ基金助成活動
・五感で自然再発見！子どもたちの森アートプロ
ジェクト　40会場予定

日本協会職員の佐々木香織は、出産・育児休
暇をいただいておりましたが、2011年4月
より復職しております。

「人やまちが元気になる
ファシリテーター入門講
座」

（著：ちょんせいこ）

「非対立の生き方」
（著：高木善之）

「鏡の法則」
（著：野口嘉則）

「100万回生きたねこ」
（著：佐野洋子）

「三色ボールペン情報活
用術」

（著：斉藤孝）

あなたの
本棚見せて！

武
たけ

市
ち

誠
せい

司
し

さん（香川県）

ネイチャーゲームで広がるフ
ァシリテーション力を独自の
視点で実践。職業はパパとエ
ンジニア。趣味は板書。好
物：お酒。ブログ「楽しい幸
せな人生を楽しむ」http://
kenkou.no-blog.jp/

武市さんの  この１冊！
「人やまちが元気になる

ファシリテーター入門講座」
この一冊そして著者のちょんせいこさんとの出会い

が、ファシリテーターという生き方を本当の意味で知る
きっかけとなりました。ファシリテーターとは、柔らか
くわかりやすい表現で「安心・安全な場づくりをする人」
「ぶれない視点でゴールを目指す仕掛け人」と解説され
ています。ネイチャーゲームとどこか通じるものを感じ
ないでしょうか？きっと、この本を読むとネイチャーゲ
ームで磨かれた感性が職場の会議や人の集まる場などで
活用できる回路が繋がりはじめますよ！

①

②

③

④

⑤
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ネイチャーゲーム川柳
ネイチャーゲームの面白い体
験、失敗談、ちょっといい話を
川柳でお楽しみください。
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表紙の写真
ゴゼンタチバナ（撮影：小寺卓矢）
小さいながらも北国の厳寒期を越冬する多
年草。その逞しさに敬愛の念を込め、パチ
リ。小寺卓矢­森の写真館↓
http://www.ne.jp/asahi/photo/kodera/

美味しい山菜
ハンドブック

1,470円　１名様
身近で美味しい山菜情報が、持ち運
びしやすいサイズにぎゅっと詰まっ
て登場！これ１冊あれば、野山で家
庭であなたも山菜シェフに。本誌で
取り上げたタンポポ料理も紹介され
ています。

（提供：文一総合出版）

❶

25周年記念ノート
350円　３名様

今年は日本でネイチャーゲームの活
動が始まって25周年。それを記念
してダックコールをイメージしたロ
ゴマークをつくりました。このノー
トを片手に自然に出かけてみません
か？Ｂ６判／70ページ／方眼
（提供：ネイチャーゲームクラブ）

❷

ブラジルのネイチャー
ゲームＴシャツ

（非売品）３枚様
ブラジルのネイチャーゲームＴシャ
ツ。プリントはフローラーニングの
動物たち。白地に濃いグリーンの爽
やかなデザイン。バックに協力団体
のロゴ入り。サイズはＳのみ。＊裁
縫やプリントが粗い場合があります。

（提供：日本協会）

❸

この情報誌はスポーツ
振興くじ助成金を受け
て作成しています。

本誌がさらに魅力的な情報誌になるように、読者の皆さまの声をお
聞かせ下さい！アンケートに答えていただいた方の中から抽選でス
テキなプレゼントをさし上げます。プレゼント当選者の発表は賞品
の発送をもってかえさせていただきます。

●あなたのお名前　　　　　　　　　　　　　　　●会員ID.（または、ご住所／電話番号）

●あなたはネイチャーゲームの会員になって何年たちますか？

□1年未満　　□1〜3年　　□〜5年　　□〜10年　　□10年以上（      年）

●本誌『ネイチャーゲームの森』についてご評価ください。また、その理由を聞かせてください。

A. 大変参考になる　　B. 参考になる　　C. 普通　　D. 参考にならない
理由（ ）

●今号の中で良かったコーナーに◎、普通だったコーナーに○、いまひとつだったコーナーに△をつけてく
ださい。

●ネイチャーゲーム川柳の投稿、本誌へのご意見、ご要望等　自由にご記入ください。

●プレゼント希望（ご希望に添えない場合もあります。ご了承ください）

□①　　□②　　□③　　□どれでもOK □プレゼント不要

Sharing Nature Column ‥‥‥‥‥‥‥（　　）

特集『自然体験活動指導者が今できること』‥（ ）

シェアリングネイチャーを深めよう ‥‥‥（ ）

テーマ別実践ヒント ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（　 ）

ネイチャーゲームの達人から学ぶ ‥‥‥‥（　 ）

自然を丸かじりっ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（　 ）

ネイチャーゲームでひろがるつながる ‥‥（ ）

あなたの本棚見せて！ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥（　 ）

NGニュース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（　 ）

ネイチャーゲーム川柳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥（ ）

FAX返信 03-5363-6013
メール返信 mizushina@naturegame.or.jp
プレゼントの締め切り日を過ぎても、アンケートの返信は受け付けています。

読者プレゼント締め切り日­▶▶▶­7月15日

手放せない美味しい一冊

使いやすいリング式

夏に大活躍のＴシャツ！

ネイチャーゲーム川柳 募集中！
あーあるある！と共感できる楽しい川柳をお待ちしています。特選の方にはプレ
ゼントをお送りします！ 投稿先→mizushina@naturegame.or.jp

―― 特　選 ――

【編集後記】
❉マッシュルームカットが好評です。（しな）
❉育児休暇を終えて復職。親バカ満開中！（ちゃ）



森の美術館 木の鼓動

五感で自然を楽しもう
～ネイチャーゲームは約150種類もあります～

東　京　都　【日帰り2日】8/20（土）～8/21（日）
長　野　県　【２泊３日】9/2（金）～9/4（日）
石　川　県　【１泊２日】9/10（土）～9/11（日）

岡　山　県　【1泊2日】7/16（土）～7/17（日）
広　島　県　【2泊3日】7/16（土）～7/18（月祝）
沖　縄　県　【2泊3日】7/22（金）～7/24（日）
東　京　都　【日帰り2日】7/30（土）～7/31（日）

ネイチャーゲームリーダー養成講座では、ネイチャーゲームを深く体験することができます。約3日間の講座を受講し、
検定合格後に指導員登録ができます。ネイチャーゲームの指導員として活動をしたい方、ぜひご参加ください。

あなたも 自然案内人 になろう！

ネイチャーゲームをすると、
人と自然が仲良しになります。

ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム リ ー ダ ー


